
＜調査結果の概要＞ 

 

 ２００８年 ２００９年見込 前年比 ２０１０年予測 前年比 

スキンケア化粧品 ９,９３２億円 ９,９０３億円 ９９.７％ ９,８９８億円 ９９.９％

化粧品全体に占める構成比 ４４.５％ ４４.７％ ４４.７％ 

 ２００８年秋以降の景気後退を受けて化粧品市場が縮小している中、スキンケア化粧品市場も同様に２００８年

は前年比０.２％減、２００９年はそれ以上の縮小が見込まれる。２０１０年も縮小が続くと予測される。ただ、

化粧品市場全体に占める構成比に変動はなく、約４５％を維持していく見通しである。 

 販売チャネル別では、「ドラッグストア」がスキンケア化粧品の中で最も高い構成比を維持すると見られるが、

インターネットショッピングやテレビのインフォマーシャル番組が好調な「通信販売」が毎年１００億円前後増加

しており、構成比もドラッグストアに迫る勢いを見せている。 

 機能別では、対象となる３０代以上の人口増加とメーカーの積極的な展開を背景に「アンチエイジング」が拡大

しており、２００９年にはスキンケア化粧品における構成比で３０％を突破すると見込まれる。 

 価格帯別※３では、高機能製品が牽引し好調だった「高価格帯」が、消費マインドの低下によって２００８年は

一転して減少に転じた。特に百貨店の来客数の減少が影響し、低迷が続くと考えられる。「中価格帯」は２００８

年に大幅減となったものの、通信販売でヒット商品が相次いでいることから２００９年は増加に転じる見込みであ

る。「低価格帯」は市場全体の縮小傾向の流れを受けているものの、一方で消費マインドが低下している中で価格

面での優位性も見られる。 

※３：化粧水、美容液の平均価格で分類。高価格帯…６,０００円以上、中価格帯…２,０００円以上６,０００円未満、低価格帯…２,０００

円未満 

以上 

 

＜調査対象＞ 

市場総括 販売チャネル別、機能別、価格帯別 

素材 ヒアルロン酸、米由来成分、豆乳／豆由来成分、レチノール、オーガニック素材 

コンセプト 
シート、マルチパーパス、毛穴対策、５０代以上向け、リフトアップ、ピーリング、ドクターズ

系、製薬系、異業種参入系（製薬系を除く） 

 

＜調査方法＞市場調査は、富士経済専門調査員による対象企業及び関連企業、関連団体などへのヒアリング調査 

消費者調査は、日常的にスキンケアを行っている２０歳～４９歳の女性４８０人を対象に、インタ

ーネットによるアンケート調査 

 

＜調査期間＞２００９年１１月～１２月 
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